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業績予想に関するお知らせ 

2020 年３月期（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日）の第２四半期（累計）連結業績予

想の修正及び通期連結業績予想を下記のとおり、お知らせいたします。 

記 

１．2020年３月期の第２四半期（累計）連結業績予想の修正（2019 年４月１日～2019年９月 30日） 

売上高 営業利益 経常利益

親 会 社 株 主

に 帰 属 す る

四半期純利益

１ 株 当 た り

四半期純利益

前回予想（A） 
百万円

53,000 
百万円

2,900 
百万円

2,800 
百万円

1,600 
円 銭

33.67 
今回発表予想（B） 51,000 2,400 2,400 1,200 25.25 
増減額（B－A） △2,000 △500 △400 △400 ―

増減率（％） △3.8 △17.2 △14.3 △25.0 ―

（ご参考）前期実績

（2019 年 3 月期第 2 四半期） 
53,822 3,716 3,372 1,758 43.13 
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２．2020年３月期の通期連結業績予想（2019 年４月１日～2020年３月 31日） 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（A） 
百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円 銭 

― 

今回発表予想（B） 100,100 4,500 4,400 4,800 101.01 

増減額（B－A） ― ― ― ― ― 

増減率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2019 年３月期 通期） 
107,718 7,262 6,630 4,135 93.72 

（注）１．（ご参考）前期実績（2019 年 3 月期第 2 四半期）及び（2019 年３月期 通期）

は、次の数値を適用しております。 

(1) 別途、本日（2019年９月 17日）付『(訂正)「平成 31年３月期 第２四半期決算短信〔日

本基準〕(連結)」の一部訂正について』及び『（訂正・数値データ訂正）「2019年３月期

決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について』の開示内容を反映しております。

(2) 従来、製造の過程で生じる作業くず（金属屑及び廃液）の売却収入を営業外収益のスクラ

ップ売却収入に計上しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より製造費用から控除

する方法へと会計方針を変更しております。

各前期実績については、上記(1)が反映された数値に、当該会計方針の変更が遡及適用さ

れた後の数値となっております。

（注）２．2019 年３月 28 日に開示いたしました「固定資産の譲渡および特別利益の計上

に関するお知らせ」のとおり、2020 年３月期における親会社株主に帰属する当期純

利益には、当該譲渡益約 3,906百万円（税金等控除前）を見込んでおります。 

３．業績予想の背景 

2020 年３月期第２四半期累計期間の連結業績につきましては、前回業績予想（2019
年５月 10 日公表）に対し、米中貿易摩擦長期化の影響を受け、当社の主要顧客であり

ます自動車業界における経済環境の不透明感が強まる中、自動車販売の需要が鈍化し

ており、前回公表した業績予想を下回る見通しとなったため、上記のとおり修正いたし

ます。

なお、業績予想を公表していなかった 2020 年３月期の通期連結業績予想につきまし

ては、その後の状況及び業績動向を踏まえ、上記のとおり策定いたしましたのでお知ら

せいたします。 

前提為替レートにつきましては、2019 年５月 10日公表時点での 1US ドル＝110 円、

1ユーロ＝123円を、1USドル＝105円、1ユーロ＝117円に変更しております。 
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2020 年３月期の配当につきましては、2019 年５月 10 日に公表いたしましたとおり、

2019 年 11 月４日に迎える創立 80 周年記念配当としての５円を加味した、１株当たり

年間 35 円（中間配当 20円、期末配当 15円）の予想を据え置いております。 

（注）業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する

趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。 

以  上 
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